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は
じ
め
に

東
禅
寺
版
大
蔵
経
補
刻
葉
の
刻
工
の
精
査
を
通
じ
て
福
州
版
大
蔵
経
の
刊
・
印
・

修
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
従
来
の
漢
籍
を
含
め
た
南
宋
刊
本
の

刊
行
時
期
推
定
の
基
準
の
補
正
に
及
ぶ
こ
と
に
す
る
。
以
て
福
州
版
大
蔵
経
の
書

誌
的
調
査
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
一
斑
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

既
に
高
山
寺
旧
蔵
〔
南
宋
〕
刊
『
大
蔵
一
覧
集
』
巻
二
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て

は
東
禅
寺
版
大
蔵
経
補
刻
葉
の
刻
工
の
精
査
よ
り
得
ら
れ
た
刊
行
時
期
推
定
の
基

準
を
活
用
し
、
お
お
よ
そ
の
推
測
を
試
み
た
（「
日
本
現
在
〔
南
宋
〕
刊
『
大
蔵

一
覧
集
』
に
つ
い
て
」『
実
践
国
文
学
』
86
号　

２
０
１
４
・
１
０
刊
）。
ま
た
、『
大

蔵
一
覧
集
』
の
舶
載
受
容
の
一
端
に
つ
い
て
も
古
く
引
用
例
『
阿
娑
縛
抄
』
を
挙

げ
て
い
る
（
牧
野
和
夫
「
日
宋
の
「
版
刻
」
を
結
ぶ
も
の
―
十
三
世
紀
中
後
期

の
大
蔵
経
「
補
刻
葉
」
に
探
る
―
」『
日
本
文
学
』
２
０
０
２
年
７
月
号
）。『
阿

娑
縛
抄
』
の
生
成
の
過
程
に
つ
い
て
は
難
し
い
問
題
点
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

『
阿
娑
縛
抄
』
第
百
九
十
七
（
密
宗
書
籍
）
に
（
７
５
１c
）、「
出
三
藏
記
集　

一
切
經
音
義
三
十
卷
（
玄
應
）。
／
諸
經
要
集　
　

法
苑
珠
林
。
／
内
傳
博
要　

大
藏
一
覽
集
。」
と
列
記
し
、「
此
等
必
可
引
見
事
〔
書
〕
也
（
云
云
）。」
と
注
記

し
て
い
る
の
は
留
意
さ
れ
る
。
南
宋
刊
行
『
大
蔵
一
覧
集
』
の
舶
載
流
布
の
速
さ

を
予
想
さ
せ
る
に
十
分
な
活
用
記
事
の
一
例
で
あ
ろ
う
（『
大
蔵
一
覧
集
』
の
流

布
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
）。

東
禅
寺
版
大
蔵
経
の
補
刻
葉
の
精
査
に
基
づ
く
刻
工
の
活
躍
時
期
の
確
定
作
業

が
結
果
的
に
齎
す
成
果
の
ひ
と
つ
は
、
福
州
刊
の
南
宋
刊
本
の
刊
行
時
期
推
定
に

確
度
の
高
い
多
く
の
情
報
を
提
供
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
報
告
は
、
そ
の
一
端
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
東
禅
寺
版
大
蔵
経
の
内
、『
首
楞
厳
義
海
』
の
刻
工
に
つ
い
て

醍
醐
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
の
内
、『
大
智
度
論
釈
』
巻
九
十
一
に
は
尾
題
前
行

東
禅
寺
版
大
蔵
経
補
刻
葉
に
お
け
る
刻
工
の
一
側
面

―
刻
工
「
牛
智
」「
蒋
成
」
等
の
組
み
合
わ
せ
―

牧　

野　
　

和　

夫



牧野：東禅寺版大蔵経補刻葉における刻工の一側面

− 2−

に
「
十
四
帋
尾　

安
撫
使
賈
侍
郎
捨　

泗　
　
　

淳
煕
己
酉
歳
重
雕
此
板
」
と
あ

り
、
淳
煕
己
酉
＝
十
六
年
：
１
１
８
９
の
重
刊
の
年
記
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、『
新
指
定
重
要
文
化
財　

8
』（
毎
日
新
聞
社　

１
９
８
３
・
１
２
）

所
載
書
影
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
同
大
蔵
経
を
収
め
る
経
箱
（
南
宋
の
唐
地

で
の
製
作
）
の
製
作
年
時
も
近
年
、
慶
元
四
年
七
月
の
漆
工
（
漆
匠
弟
子
）
墨

書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
慶
元
四
年
と
判
明
し
た
（
経
函
第
２
８
５
函
の
内
側

面
、
小
林
芳
規
先
生
の
御
講
演
「
宋
版
一
切
経
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
角
筆
点
」

〈
２
０
１
０
・
１
０
・
２
４　

於
醍
醐
寺
〉
が
あ
り
、
同
時
に
公
開
展
観
さ
れ
た
）。

慶
元
四
年
は
、
１
１
９
８
年
に
当
る
。

か
つ
て
醍
醐
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
の
内
、『
首
楞
厳
義
海
』
巻
24
に
つ
い
て
、「
醍

醐
寺
蔵
首
楞
厳
経
義
海
巻
第
二
十
四
の
一
字
刻
工
名
「
賜
」
を
め
ぐ
る
一
、二
の

問
題
」（『
ナ
オ
・
デ
・
ラ
・
チ
ー
ナ
』
８
号　

２
０
０
５
・
１
）
と
題
し
て
簡
略

な
紹
介
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
醍
醐
寺
蔵
『
首
楞
厳
義
海
』
は
、
乾
道
年
間
か

ら
淳
煕
初
年
頃
に
か
け
て
平
江
を
本
貫
・
寄
寓
と
し
た
刻
工
の
手
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
た
後
、
東
禅
寺
版
に
入
蔵
す
る
、
と
い
う
経
緯
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

巻
24
を
摘
記
し
刻
工
の
具
体
例
を
示
そ
う
。
そ
の
際
、
○
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、

板
数
を
示
す
。
即
ち
「
②
牛
」、「
⑥
賜
」、「
⑩
～
⑱
ナ
シ
」
は
、
各
々
第
2
板
の

刻
工
が
「
牛
」、
第
6
板
の
刻
工
が
「
賜
」、
第
10
板
か
ら
18
板
迄
は
刻
工
名
が
無

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、
同
様
で
あ
る
。
醍
醐
寺
蔵
本
で
は
、『
首
楞
厳

義
海
』
巻
24
の
刻
工
名
は

①
牛
②
牛（
磨
滅
）
③
牛
④
ナ
シ
⑤
ナ
シ
⑥
賜
⑦
牛
⑧
牛
⑨
牛
⑩
～
⑱
ナ
シ

で
一
字
刻
工
名
「
牛
」
は
、
東
禅
寺
版
で
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
施
財
刊
語
が

⑥
廣
州
覚
苑
寺
比
丘
尼
恵
成
為
考
王
十
三
郎
生
界

と
な
っ
て
い
る
第
６
板
は
際
立
っ
て
印
面
清
爽
で
、
他
の
板
が
い
ず
れ
も
等
し
く

ご
く
普
通
の
印
面
で
あ
る
こ
と
を
以
て
、
第
６
板
が
刻
工
一
字
名
「
賜
」
の
手
に

係
る
補
刻
葉
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
約
六
、七
十
年
後
の
刷
印
・
舶
載
と

考
え
ら
れ
る
書
陵
部
蔵
『
首
楞
厳
義
海
』
巻
24
で
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
施

財
刊
語
を

①
③
⑥
⑧
～
⑰
広
東
運
使
寺
正
曽
噩
捨

と
作
り
、
刻
工
も

①
蔡
仁
②
牛
？
③
景
④
ナ
シ
⑤
ナ
シ
⑥
景
⑦
泗
⑧
浩
⑨
鄭
刀
⑩
傅
詔
刊

⑪
傅
詔
刊
⑫
光
⑬
光
⑭
賜
⑮
景
⑯
賜
⑰
周
文
⑱
浚
（
止
）

と
改
ま
っ
て
い
る
。
第
２
板
の
み
に
殆
ど
不
読
と
も
い
う
べ
き
刻
工
名
「
牛
？
」

が
認
め
ら
れ
、
印
面
は
甚
だ
し
く
漫
漶
状
態
で
あ
る
（
一
字
刻
工
名
「
賜
」「
泗
」

に
つ
い
て
は
、
牧
野
「
日
本
舶
載
東
禅
寺
版
一
切
経
の
刊
・
印
・
修
を
め
ぐ
る
一
、

二
の
問
題
」〈『
実
践
国
文
学
』
62
号　

２
０
０
２
・
１
０
〉
で
若
干
考
証
し
た
が
）。

『
ナ
オ
・
デ
・
ラ
・
チ
ー
ナ
』
８
号
所
収
中
間
報
告
に
お
い
て
醍
醐
寺
蔵
（
東
禅

寺
版
入
蔵
）『
首
楞
厳
義
海
』
の
一
部
摘
記
を
行
っ
た
の
で
、そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

「
巻
６
尾
題
記
左
に
単
枠
内
「
平
江
牛
智
／
□
□
同
開
」

巻
９
・
10
尾
題
記
左
に
双
枠
内
「
平
江
牛
智
／
蒋
成
同
刊
」

巻
17
：
①
牛
智
刊
②
～
⑦
牛
⑧
項
思
中
刊
⑨
～
⑬
項

巻
19
：
①
～
④
牛
⑤
項

巻
20
尾
題
記
左
に
単
枠
内
「
平
江
牛
智
／
蒋
成
同
開
」

巻
21
：
①
牛
③
牛
⑤
～
⑦
牛

巻
23
：
⑪
牛

巻
24
：
①
～
③
牛
⑥
賜
／
廣
州
覚
苑
寺
比
丘
尼
恵
成
為
考
王
十
三
郎
生
界

　

⑦
～
⑨
牛

巻
25
：
⑫
第
三
面
３
行
目
双
枠
内
「
平
江
牛
智
／
項
思
忠
刊
」
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（
⑫
三
山
□
□
□
」
男
□
□
□
刊
（
２
行
重
郭
）（
止
））

巻
27
尾
題
記
左
に
無
枠
「
刊
者
牛
智　
　

項
思
中
」

巻
29
尾
題
記
左
に
双
枠
内
「
平
江
牛
智
／
項
思
中
開
」

併
せ
て
参
考
資
料
を
挙
げ
次
の
よ
う
に
記
述
し
た
。

「
平
江
の
牛
智
・
項
思
中
・
蒋
成
な
ど
の
刻
工
が
携
わ
っ
た
刻
書
で
あ
る
。
巻

一
尾
の
淳
煕
二
年
の
僧
咸
輝
上
表
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、『
三
国
志
注
』（
涵
芬
楼

燼
餘
書
録
）
に
牛
智
・
項
中
・
蒋
成
を
同
じ
く
し
、
淳
煕
己
亥
（
三
）
年
木
記
を

有
す
る
と
い
う
『
作
邑
自
箴
』
に
牛
智
・
項
思
中
が
見
え
る
こ
と
な
ど
大
い
に
参

考
に
な
る
。」

憶
測
を
交
え
た
結
論
と
し
て

「
巻
二
十
四
第
６
板
を
除
く
多
く
の
葉
は
、
淳
煕
二
、三
年
頃
の
刻
、
12
世
紀
末
頃

の
補
刻
活
動
以
降
の
補
刻
活
動
以
降
の
後
印
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
平
江
府
磧
沙

版
の
刊
大
蔵
経
に
先
立
つ
刊
大
蔵
経
関
連
の
平
江
宋
代
刻
書
と
し
て
、
醍
醐
寺
蔵

『
首
楞
厳
義
海
』
三
十
巻
は
、
江
蘇
刊
刻
史
上
、
極
め
て
貴
重
な
遺
品
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。」

　

と
結
ん
だ
が
、そ
の
詳
細
は
紙
幅
の
関
係
で
省
略
し
た
。
ま
た
、醍
醐
寺
蔵
『
首

楞
厳
義
海
』
巻
二
十
四
第
６
板
は
、「
⑥
賜
」
と
い
う
一
字
刻
工
名
で
あ
る
。『
実

践
国
文
学
』
62
号
所
収
論
で
は
「
醍
醐
寺
蔵
本
の
第
６
板
の
刻
工
一
字
名
「
賜
」

は
、
書
陵
部
蔵
本
の
第
14
・
16
板
の
刻
工
一
字
名
「
賜
」
と
同
一
刻
工
で
は
な
」

く
、「
書
陵
部
蔵
本
の
第
14
・
16
板
の
刻
工
一
字
名
「
賜
」
は
、「
広
東
運
使
寺
正

曽
噩
捨
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
「
林
賜
」
で
嘉
定
頃
に
活
躍
し
た
刻
工
」
と
し
、

「
醍
醐
寺
蔵
本
の
第
６
板
の
刻
工
一
字
名
「
賜
」
は
、「
廣
州
」
で
の
施
財
を
資
と

し
た
12
世
紀
末
頃
の
補
刻
葉
に
認
め
ら
れ
る
「
周
賜
」
で
あ
ろ
う
、と
思
わ
れ
る
。」

と
記
述
し
た
。
丙
午
（
１
１
８
６
）
を
持
つ
東
禅
寺
版
は
、
金
沢
文
庫
蔵
大
蔵
経

で
見
る
と
、

•	

大
般
若
波
羅
蜜
多
経

•	

巻
３
①
丙
午
①
王
良

•	

巻
129
⑪
賜
⑪
丙
午　
　

賜
＝
周
賜

•	

巻
309
①
王
悦
①
廣
州
居
住
林
達
琦
？
為
自
身
丙
午
捨

•	

巻
393
②
丙
午
②
良

•	

巻
454
⑦
丙
午
⑦
王
良

•	

巻
573
⑦
丙
午
⑦
良

•	

仏
説
人
本
欲
生
経
⑩
丙
午
⑩
王
良

書
陵
部
蔵
大
蔵
経
に
は
、

•	

大
寶
積
経
巻
４
⑧
丙
午
⑧
良

•	

大
周
新
訳
大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
23
⑦
⑧
⑩
丙
午
⑦
王
悦
、
⑧
文

•	

大
周
新
訳
大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
46
⑥
丙
午
⑥
良

•	

大
周
新
訳
大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
47
⑪
丙
午
⑪
王
悦

•	

大
周
新
訳
大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
48
⑧
丙
午
⑧
良

•	

大
周
新
訳
大
方
広
仏
華
厳
経　

巻
57
⑤
丙
午
⑤
王
良

な
ど
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
刻
工
「
周
賜
」
は
、「
王
悦
」「
王
良
」
な

ど
の
刻
工
と
ほ
ぼ
同
一
時
期
の
活
躍
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
金
沢
文
庫

蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
309
「
①
王
悦
①
廣
州
居
住
林
達
琦
？
為
自
身
丙
午

捨
」
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
廣
州
」
で
の
勧
進
に
応
じ
た
施
財
刊
語
「
廣
州
覚

苑
寺
比
丘
尼
恵
成
為
考
王
十
三
郎
生
界
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
「
賜
」
は
、
淳
煕

十
三
年
「
丙
午
」（
１
１
８
６
）
頃
の
刻
工
「
周
賜
」
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

乾
道
年
間
か
ら
淳
煕
初
年
頃
に
か
け
て
平
江
を
本
貫
（
乃
至
は
寓
居
）
と
す
る
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刻
工
の
手
に
よ
っ
て
『
首
楞
厳
義
海
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
（
あ
る
い
は
、重
刊
か
、

刻
工
名
を
刻
さ
な
い
も
の
が
原
刻
か
、
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
不
問
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
詳
細
は
今
後
の
印
面
調
査
な
ど
に
譲
る
）、
早
く
に
淳
煕
の

頃
（
十
四
年
に
近
い
）
既
に
廣
州
の
覚
苑
寺
な
ど
に
勧
進
を
行
い
そ
の
際
の
喜
捨

を
資
に
福
州
の
刻
工
の
手
に
係
る
補
刻
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
淳
煕
十
四

年
頃
か
ら
安
撫
使
賈
選
の
施
財
に
よ
る
大
規
模
な
補
刻
事
業
が
展
開
す
る
が
、
金

沢
文
庫
蔵
大
蔵
経
『
首
楞
厳
義
海
』
の
段
階
に
至
る
と
、
そ
の
後
、「
朽
蠹
漫
滅
」

の
板
を
抽
出
し
て
寶
慶
二
年
頃
以
降
「
廣
南
東
路
轉
運
判
官
」
曽
噩
が
そ
の
財
を

喜
捨
し
て
行
わ
れ
た
修
補
が
全
面
に
及
び
ほ
ぼ
寶
慶
二
年
頃
以
降
の
補
修
葉
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
巻
二
七
楚
（
５
７
０
）
尾
題
記
⑩
に

「
朝
議
大
夫
廣
南
東
路
轉
運
判
官
曽
噩　

敬
施
俸
資
就
東
禅
大
蔵
経
板
内
揀
出
朽

蠹
漫
滅
有
妨
看
誦
者
重
加
刊
換
永
久
流
通　

寶
慶
貮
年
丙
戌
四
月　

日　

謹
題　

監
修　

沙
門　

元
彰　

師
□　

有
輝　

住
持
沙
門　

祖
洪
」

と
の
記
述
が
具
体
的
な
刻
工
名
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

金
沢
文
庫
蔵
大
蔵
経
の
内
の
『
首
楞
厳
義
海
』
巻
一
に
は
、
乾
道
八
年
十
一
月

日
の
福
州
福
清
県
霊
鳳
禅
院
臣
僧
咸
輝
の
題
記
が
あ
り
、
総
序
（
曽
懐
）
縁
起
序

（
咸
輝
）
義
疏
序
（
王
随
）
序
（
惟
浄
）
標
指
序
（
苑
□
）
集
解
序
（
胡
宿
）
を

収
め
、
十
六
板
に
淳
熈
二
年
閏
九
月
の
僧
咸
輝
の
上
表
文
な
ど
が
収
載
さ
れ
て
入

蔵
の
経
緯
が
知
ら
れ
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。
乾
道
四
年
か
ら
九
年
に
至
る
幹
縁
僧

咸
輝
の
勧
進
に
応
じ
て
長
財
を
投
じ
た
僧
俗
に
わ
た
る
寺
院
関
係
者
が
名
を
連
ね

る
が
、「
乾
道
四
年
五
月
日
幹
縁
咸
輝
題
」
す
る
巻
三
の
十
四
板
に
「
⑭
平
江
府

常
熟
県
報
恩
蘭
若
住
持
伝
教
比
」
丘
応
輪　

謹
施
長
財
開
此
経
一
巻
」、「
乾
道
九

年
四
月
日
幹
縁
咸
輝
題
」
す
る
巻
七
の
末
に
は
「
大
宋
国
平
江
府
呉
県
利
娃
郷
燈

芯
巷
街
北
面
南
居
住
」
仍
市
心
開
綵
帛
鋪
奉
」
仏
弟
子
将
仕
郎
徐
永
年
與
伯
母
花

氏
二
娘
子
同
男
」
徐
洪
辰
家
眷
等
謹
施
浄
財
壹
拾
口
貫
五
伯
文
足
共
開
」
此
経
一

巻
」
な
ど
と
あ
り
、
平
江
を
本
貫
（
乃
至
は
寓
居
）
と
す
る
刻
工
の
関
与
と
併
せ

見
る
と
き
、
醍
醐
寺
蔵
『
首
楞
厳
義
海
』
刊
行
に
お
け
る
「
平
江
府
」
の
も
つ
重

要
性
は
、
際
立
っ
た
も
の
と
な
ろ
う
。

改
め
て
醍
醐
寺
蔵
『
首
楞
厳
義
海
』
の
刻
工
名
を
毎
巻
に
注
記
し
て
示
す
（
た

だ
し
、〈　

〉
内
は
金
沢
文
庫
蔵
本
に
よ
っ
て
補
う
）。

•	

巻
１
・
①
～
⑯
ナ
シ

•	

巻
２
・
①
～
⑫
ナ
シ

•	

巻
３
・
①
～
③
ナ
シ
④
（
１
板
６
行
下
墨
「　
　

」）
⑤
～
⑬
ナ
シ

⑭
板
（
止
、
２
板
３
行
下
）
双
枠
内
「
平
江
牛
智
刊
」

•	

巻
４
：
①
～
⑬
ナ
シ

•	

巻
５
：
①
～
⑮
ナ
シ

•	

巻
６
：
①
～
⑬
ナ
シ
⑭
尾
題
記
左
に
単
枠
内
「
平
江
牛
智
／
□
□
同
開
」

•	

巻
７
：
①
～
⑮
ナ
シ

•	

巻
８
：
①
～
⑪
ナ
シ

•	

巻
９
：
①
～
⑪
ナ
シ
⑫
尾
題
記
左
に
双
枠
内
「
平
江
牛
智
／
蒋
成
同
刊
」

•	

巻
10
：
①
～
⑫
ナ
シ
⑬
尾
題
記
左
に
双
枠
内
「
平
江
牛
智
／
蒋
成
同
刊
」

•	

巻
11
：
①
～
⑭
ナ
シ

•	

巻
12
：
①
～
⑮
ナ
シ

•	

巻
13
：
①
～
⑩
ナ
シ
⑪
〈
尾
題
記
左
に
単
枠
内
「
刊
字
項
思
中
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呉
門
賈
惇
信
」〉

•	
巻
14
：
①
～
⑨
ナ
シ
⑩
〈
尾
題
記
左
に
双
枠
内
「
寓
平
江
項
思
中
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呉
門
賈
惇
信
刊
」〉

•	

巻
15
：
①
～
⑱
ナ
シ
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•	

巻
16
：
①
～
⑯
ナ
シ

•	

巻
17
：
①
牛
智
刊
②
～
⑦
牛
⑧
項
思
中
刊
⑨
～
⑬
項

•	

巻
18
：
①
～
⑧
ナ
シ
⑨
（
６
面
６
行
左
）
墨
丁
？
⑩
～
⑬
ナ
シ

•	
巻
19
：
①
～
④
牛
⑤
項
⑥
～
⑨
ナ
シ

•	
巻
20
：
①
～
⑬
ナ
シ
⑭
尾
題
記
左
に
単
枠
内
「
平
江
牛
智
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒋
成
同
開
」

•	

巻
21
：
①
牛
②
ナ
シ
③
牛
④
ナ
シ
⑤
～
⑦
牛
⑧
～
⑮
ナ
シ

•	

巻
22
：
①
～
⑭
ナ
シ

•	

巻
23
：
①
～
⑩
ナ
シ
⑪
牛
⑫
～
⑭
ナ
シ

•	

巻
24
：
①
～
③
牛
④
～
⑤
ナ
シ
⑥
賜
／
廣
州
覚
苑
寺
比
丘
尼
恵
成
為

考
王
十
三
郎
生
界
⑦
～
⑨
牛
⑩
～
⑱
ナ
シ

•	

巻
25
：
①
～
⑧
ナ
シ
⑨
牛
⑩
～
⑪
ナ
シ
⑫
第
３
面
３
行
目
双
枠
内

「
平
江
牛
智
／
項
思
忠
刊
」

〈「
⑫
三
山
□
□
□
」
男
□
□
□
刊
（
２
行
重
郭
）（
止
）」〉

•	

巻
26
：
①
～
⑭
ナ
シ
（
た
だ
し
、
尾
題
記
途
中
で
了
、
不
審
）

•	

巻
27
：
①
～
⑨
ナ
シ
⑩
尾
題
記
左
に
無
枠
「
刊
者
牛
智　

項
思
中
」

•	

巻
28
：
①
～
⑬
（
２
面
の
み
）
⑭
（
３
面
）
ナ
シ

•	

巻
29
：
①
～
⑪
ナ
シ
⑫
尾
題
記
左
に
単
枠
内
「
平
江
牛
智
／
項
思
中
開
」

•	

巻
30
：
①
～
⑭
ナ
シ

平
江
の
牛
智
・
寓
平
江
項
思
中
（
忠
）・
蒋
成
な
ど
の
刻
工
が
携
わ
っ
た
刻
書

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
巻
十
四
尾
題
記
（
刊
語
）
中
「
蒋
誠
施
錢
参
貫

足
薦
亡
前
妻
牛
氏
生
界
」
の
一
行
は
、
刻
工
に
「
蒋
成
」「
牛
智
」
の
居
る
こ
と

と
何
か
係
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
も
し
そ
の
場
合
、
版
刻
を
生
業
と
す
る
蒋
・
牛

両
氏
の
婚
姻
を
介
し
た
氏
姓
間
の
結
び
つ
き
に
は
誠
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
勧
進
・
刻
雕
・
入
蔵
・
補
修
な
ど
の
事
項
を
加
え
て
経
年
列
記
す
る

な
ら
ば
、

乾
道
四
年
戊
子
１
１
６
８　
『
首
楞
厳
義
海
』
巻
三
「
幹
縁
咸
輝
題
」

乾
道
八
年
１
１
７
２　
『
首
楞
厳
義
海
』
巻
一
、

「
道
八
年
十
一
月
日
福
州
福
清
県
霊
鳳
禅
院
臣
僧
咸
輝
題
」

乾
道
九
年
１
１
７
３　
『
首
楞
厳
義
海
』
巻
七
「
幹
縁
咸
輝
題
」

淳
熈
二
年
１
１
７
５
閏
九
月　

謝
表
（
咸
輝
）

淳
熈
三
年
１
１
７
６
十
月　
　

謝
入
蔵
表
（
咸
輝
）

淳
熈
十
三
年
丙
午
１
１
８
６　

刻
工
「
王
良
・
王
悦
」
担
当
補
刻
葉
に
干
支

「
丙
午
」
刷
印
多
し

淳
熈
十
六
年
己
酉
１
１
８
９　

醍
醐
寺
蔵
『
大
智
度
論
釈
』
巻
九
十
一
、

尾
題
前
行
「
淳
煕
己
酉
歳
重
雕
此
板
」

慶
元
四
年
１
１
９
８　

醍
醐
寺
蔵
大
蔵
経
、
経
箱
に
「
慶
元
」
四
年
製
作
の
墨
書

寶
慶
二
年
丙
戌
１
２
２
６　

金
沢
文
庫
蔵
『
首
楞
厳
義
海
』
巻
二
七
第
10
板

「
轉
運
判
官
曽
噩
敬
施
俸
資
・
重
加
刊
換
」

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　

二
、
内
閣
文
庫
蔵
『
東
萊
先
生
詩
集
』
二
十
巻
目
録
一
巻
に
つ
い
て

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
牛
智
・
項
思
中
（
忠
）・
蒋
成
な
ど
複
数
の
刻
工
名

を
同
じ
く
す
る
刻
書
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
（
別
41
・
4
）『
東

萊
先
生
詩
集
』
二
十
巻
目
録
一
巻　

唐
六
冊
で
あ
る
。
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ａ
、
内
閣
文
庫
蔵
『
東
萊
先
生
詩
集
』
二
十
巻
目
録
一
巻
の
書
誌
・
刻
工

内
閣
文
庫
蔵『
東
萊
先
生
詩
集
』二
十
巻
目
録
一
巻
の
書
誌
事
項
を
簡
略
に
記
す
。

内
閣
文
庫
蔵　

別
41
・
4

東
萊
先
生
詩
集　

二
十
巻
目
録
一
巻

〔
南
宋
乾
道　

初
・
二
年
跋
刊
〕　　
　
　
　
　

唐
六
冊

①
後
補
の
板
帙
に
入
る
。

〔
近
世
前
期
〕
後
補
灰
汁
色
表
紙
（
22.3
×
16.4
㎝
）、

左
肩
打
付
「
東
萊
詩
集
序
目
（
一
之
四
・
五
之
八
・
九
之
十
二
・
十
三
之
六
・

　

十
七
之
廿
）
と
墨
書
。

右
肩
に
「
昌
平
坂
／
學
問
所
」（
単
枠
墨
文
印　

4.3
×
3.0
㎝
）

②
見
返
し　

近
世
後
補
（
第
二
～
六
冊
、
左
下
に
双
枠
朱
文
「
浅
草
文
庫
」）

③
跋
（
２
丁
）、
左
右
双
枠
（
19.2
×
14.4
㎝
）
有
界
（
界
幅
約
1.3
㎝
）

十
一
行
々
二
十
字
。

目
録

「
東
萊
先
生
詩
集
目
録
／
（
11
）
呂
本
中
居
仁
／
（
１
）
第
一
巻
／
（
２
）

暮
歩
至
江
上
／
…
／
／
…
」

白
口
、
上
単
黒
魚
尾

④
左
右
双
辺
（
19.4
×
14.4
㎝
）、
有
界
十
一
行
（
界
幅
約
1.3
㎝
）、
行
二
十
字

版
心
白
口
上
単
黒
魚
尾

総
裏
打
（
改
装
）。
所
々
、
朱
点
な
ど
施
す
詩
あ
り
。

⑤
、
⑥
尾
題
毎
巻
末
最
終
行
（
11
行
）「
東
萊
先
生
詩
集
巻
第
二
（
～
十
九
）」。

巻
第
一
・
二
十
は
本
文
末
二
行
ア
ケ
に
存
。

巻
二
十
尾
題
下
に
「
終
」
と
墨
書
。（
二
〇
一
四
年
三
月
十
二
日
調
査
）

刻
工
名
を
拾
う
な
ら
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
丁
数
。

刻
工
表

第
一
冊	

序

　

金
章	

1

　

蒋
成	

2

目
録

　

恵
中	

2
・
14
・
31
・
37

　

ナ
シ	

1

　

賈
琚	

3
・
12
・
15
・
16
・
21
・
42
〔
賈
□欠
〕

　

金
章	

4
・
27
・
28
・
35
・
36
（
墨
訂
あ
り
）

　

李
忠	

5
・
25
・
26
・
32
・
38

　

李
詳	

6
・
8
・
13
・
23
・
24
（「
定
」
欠
画
）

　

蒋
成	

7
・
11
・
29
・
30
・
39
・
40

　

牛
智	

9
・
10
・
33
・
34

〔
欠
不
明
〕	

17
・
19
・
20
・
22

　

李
□欠	

18
・
43
・
44

　

李
憲	

41

第
二
冊　

巻
一
之
四

巻
第
一

　

賈
琚	
1
・
2
・
3
～
6

　

李
忠	
7
・
8
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恵
中	

9
～
11

巻
第
二

　

牛
智	

1
・
2

　

蒋
成	

3
・
4
・
9
・
10

　

李
詳	
5
・
6

　

金
章	
7
・
8

巻
第
三

　

恵
中	

1
・
2

　

金
章	

3
・
4
〔
□
□
〕

　

李
詳	

5
〔
□
詳
〕
6
〔
□
□
〕

　

牛
智	

7
〔
□
□
〕
8
〔
□
智
〕

　

蒋
成	

9
〔
□
成
〕・
10

巻
第
四

　

李
詳	

1
・
2
・
11
・
12

　

李
忠	

3
・
4

　

賈
琚	

5
・
6
・
7
・
8

　

金
章	

9
・
10

第
三
冊　

巻
五
之
八

巻
第
五

　

賈
琚	

1
・
2
・
3
・
4

　

牛
智	

5
・
6
・
16

　

蒋
成	

7
・
8
・
9

　

金
章	

17

巻
第
六

　

李
忠	

1
・
2
・
3
・
4

　

恵
中	

5
・
6

　

牛
智	

7
・
8

　

蒋
成	

9
・
10

　

賈
琚	

11
・
12

巻
第
七

　

蒋
成	

1
・
2

　

恵
中	

3
・
4

　

賈
琚	

5
・
6
・
7
・
8

　

李
詳	

9
・
10
・
11

巻
第
八

　

金
章	

1
・
2

　

賈
琚	

3

　

金
章	

9
・
10

　

欠
不
明	

4
・
5
・
6
～
8

　

蒋
成	

9
〔
蒋
□
〕

　

牛
智	

10

第
四
冊　

巻
九
之
十
二

巻
第
九

　

金
章	

1
・
2

　

牛
智	
3
・
4

　

蒋
成	
5
・
6
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恵
中	

7
・
8

　

賈
琚	

9
・
10

巻
第
十

　

金
章	

1
・
2

　

李
忠	
3
・
4

　

賈
琚	
5
・
6
・
11
「
長
一
作

常		

臥
」

　

恵
中	

7
・
8

巻
第
十
一

　

李
詳	

1
・
2
・
5
・
6
・
10

　

賈
琚	

3
・
4

　

金
章	

7
・
8

　

李
忠	

9

　

恵
中	

11

巻
第
十
二

　

蒋
成	

1
・
2

　

恵
中	

5

　

項
思	

6

　

牛
智	

7
・
8

　

李
□	

9
「
離
竒
一
作

漢
洛

」

第
五
冊　

巻
十
三
之
六

巻
第
十
三

　

賈
琚	

1
・
2
・
5
・
6
・
9

　

李
忠	

3

　

李
詳	

4
・
7
・
8

　

蒋
成	

10

巻
第
十
四

　

賈
琚	

1
・
2
・
8

　

項
思	

3
・
4

　

金
章	

5

　

欠
不
明	

6

　

恵
中	

7

　

牛
智	

9
・
10

巻
第
十
五

　

賈
琚	

1
・
2

　

蒋
成	

3
・
4
・
9
・
10

　

項
思	

5
・
6

　

金
章	

7
・
8

巻
第
十
六

　

李
詳	

1
・
2

　

牛
智	

3
・
4

　

項
思	

5
・
6

　

蒋
成	

7
・
8
・
9

第
六
冊　

巻
十
七
之
廿

巻
第
十
七

　

牛
智	
1
・
10

　

欠
不
明	
2
・
6
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李
□	

3
・
4
・
7

　

金
□	

5

　

李
章	

8

　

李
忠	

9

　

蒋
成	
11

巻
第
十
八

　

恵
中	

1
・
2
・
5
・
6
・
9
・
10

　

李
忠	

3
・
4
・
7
・
8

　

金
章	

11

巻
十
九

　

李
詳	

1
・
2
・
7
・
8
・
13

　

賈
琚	

3
・
4
・
6
・
14

　

項
思	

5

　

牛
智	

9
・
10

　

李
忠	

11
・
12

巻
第
二
十

　

李
忠	

1
・
2

　

蒋
成	

3
・
4
・
7
・
11

　

項
思	

5
・
6

　

金
章	

8

　

李
詳	

9

　

恵
中	

10

こ
の
南
宋
刊
本
は
、「
慎
」
字
を
「
御
名
」
と
注
し
南
宋
孝
宗
の
時
期
に
適
う
も

の
で
、
乾
道
二
年
（
１
１
６
６
）
の
曽
幾
跋
文
に
、
乾
道
元
年
沈
公
雅
が
「
刻
于

呉
郡
」
と
あ
り
、刊
年
・
刊
行
地
な
ど
に
問
題
と
な
る
よ
う
な
点
は
指
摘
で
き
な
い
。

序
文
中
の
年
期
に
入
木
追
彫
な
ど
の
手
が
加
わ
っ
た
形
跡
も
差
し
当
た
り
認
め
が

た
い
。

「
金
章
」「
蒋
成
」「
恵
中
」「
賈
琚
」「
李
忠
」「
李
詳
」「
牛
智
」「
李
憲
」「
恵
中
」

「
項
思
」、
計
十
名
の
刻
工
を
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
、「
蒋
成
」「
牛
智
」「
項

思
」
の
三
名
は
第
一
章
で
検
討
し
た
ご
と
く
乾
道
年
間
の
活
躍
を
ほ
ぼ
確
定
で
き

る
刻
工
で
あ
る
。

　
　
　

ｂ
、
刻
工
「
牛
智
」「
賈
琚
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

阿
部
隆
一
氏『
中
国
訪
書
志
』（
昭
和
５
１
・
１
１　

汲
古
書
院
）に
は
、刻
工「
牛

智
」
な
ど
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
典
籍
の
書
誌
解
題
を
、
二
点
拾
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
一
は
、

「
韋
蘇
州
集　

存
巻
七
（
零
葉
）
唐
韋
応
物
撰
〔
南
宋
前
期
〕
刊

〔
宋
〕
修　

一
冊

後
補
金
砂
子
散
し
紺
色
表
紙
（
三
二
×
二
〇
・
二
糎
）、
襯
紙
を
挟
み
、
包
背

装
。
本
文
巻
首
「
韋
蘇
州
巻
第
七
」、
次
行
低
五
格
「
蘇
州
刺
史
韋
応
物
」
と
題

す
。
大
題
の
次
に
低
二
格
を
以
て
目
録
を
列
ね
て
正
文
に
接
続
す
る
。
左
右
双
辺

（
二
三
・
四
×
一
六
・
五
糎
）
有
界
十
行
、
行
十
八
字
、
校
注
小
字
双
行
。
版
心
白

口
単
黒
魚
尾
、「
韋
七
（
丁
付
）、
下
象
鼻
に
、
賈
琚
、
李
中
、
牛
智
、
乙
琦
（
以

上
原
刻
）、徐
琪
、馬
良
（
宋
修
）
の
刻
工
名
あ
り
。
玄
弘
樹
に
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。
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巻
七
は
第
八
葉
ま
で
を
存
し
、
以
下
欠
、
そ
の
第
八
葉
の
次
に
、
巻
六
の
第
十
九

葉
（
巻
末
の
葉
、
版
心
に
「
韋
六　

十
九
」
と
）
が
附
し
て
あ
る
。「
文
禄
堂
／

書
籍
記
」
の
印
あ
り
。
王
記
著
録
本
か
。

こ
の
本
は
蔵
書
印
か
ら
見
て
王
氏
文
禄
堂
の
旧
物
で
あ
る
が
、
王
記
に
は
十
巻

と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
丁
志

影（
配
元
刊
本
）・
劉
影
著
録
本
と
は
同
版
ら
し
く
、

王
記
は
欠
筆
が
構
字
に
至
っ
て
い
る
の
で
、
紹
興
刊
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
天

目
続
著
録
の
宋
大
字
本
・
北
京
図
書
館
蔵
（
十
巻
拾
遺
一
巻
）
の
乾
道
七
年
平
江

府
学
刊
逓
修
本
に
こ
の
本
は
該
当
す
る
如
く
に
も
思
え
る
が
後
考
を
俟
つ
。
蒋
志

著
録
宋
刊
本
と
も
本
版
は
行
格
を
等
し
う
す
る
が
、
同
版
か
否
か
は
未
詳
、
蒋
志

は
「
宋
諱
自
寧
宗
嫌
名
廓
字
以
上
大
抵
闕
筆
以
板
式
及
行
款
定
之
南
宋
臨
安
府
陳

宅
書
籍
舗
刊
本
也
」
と
云
う
。
本
版
文
字
大
に
し
て
端
厳
重
厚
、
こ
の
本
に
は
後

修
が
加
っ
て
い
る
が
、
な
お
宋
代
の
補
刻
で
あ
る
。
刻
工
の
賈
琚
は
紹
興
四
年
蘇

州
・
孫
佑
刊
呉
郡
図
経
続
記
、
修
の
刻
工
の
馬
良
は
嘉
定
年
間
刊
重
校
添
註
音
弁

唐
柳
先
生
文
集
・
寧
宗
頃
刊
周
易
本
義
・
詩
集
伝
・
淳
祐
二
年
大
庾
県
斎
刊
心
経

政
経
・
宝
祐
五
年
湖
州
刊
資
治
通
鑑
紀
事
本
末
・
紹
定
二
年
平
江
府
刊
呉
郡
志
、

徐
琪
は
寧
宗
頃
刊
晦
庵
先
生
文
集
の
刻
工
に
も
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
補
刻
は

南
宋
中
期
か
ら
や
ゝ
後
期
に
入
り
か
け
た
頃
で
あ
ろ
う
。
刻
工
よ
り
察
す
る
も
本

版
が
浙
刊
た
る
は
明
か
で
あ
る
。」（
５
４
９
頁
）

明
ら
か
に「
賈
琚
」「
牛
智
」は（
以
上
原
刻
）と
し
て
原
刻
の
刻
工
の
中
に
数
え
、

「
刻
工
よ
り
察
す
る
も
本
版
が
浙
刊
た
る
は
明
ら
か
」
と
す
る
。
し
か
し
、
次
の

指
摘
、「
天
目
続
著
録
の
宋
大
字
本
・
北
京
図
書
館
蔵
（
十
巻
拾
遺
一
巻
）
の
乾

道
七
年
平
江
府
学
刊
逓
修
本
に
こ
の
本
は
該
当
す
る
如
く
に
も
思
え
る
が
後
考
を

俟
つ
」
は
本
稿
の
記
述
に
有
益
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
乾
道
七
年
平
江
府
学
刊
」

に
係
る
「
原
刻
」
の
刻
工
「
賈
琚
、
李
中
、
牛
智
」
と
理
解
可
能
に
な
り
、『
首

楞
厳
義
海
』
や
『
東
萊
先
生
詩
集
』
と
同
じ
く
乾
道
二
至
九
年
頃
の
平
江
府
刊
本

と
考
え
て
全
く
無
理
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
阿
部
隆
一
氏
『
中
国
訪
書
志
』
に
よ

れ
ば
、紹
興
頃
〈
南
宋
前
期
〉
の
浙
刊
と
の
審
定
に
適
う
も
の
の
如
く
で
あ
り
、『
首

楞
厳
義
海
』
で
の
検
討
結
果
と
相
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。

「
賈
琚
、
李
中
、
牛
智
・
蒋
成
・
項
思
中
」
を
南
宋
前
期
の
浙
の
刻
工
と
す
る

旧
来
の
南
宋
刊
本
の
刊
行
時
期
推
定
の
基
準
が
訂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
も
考
え
る
の
で
あ
る
。「
賈
琚
・
李
中
・
牛
智
・
蒋
成
・
項
思
中
」

は
、
乾
道
二
至
九
年
頃
の
平
江
府
本
貫
（
寄
寓
、
な
い
し
は
、
ゆ
か
り
）
の
刻
工

で
あ
る
。

「
賈
琚
」
に
係
る
第
二
の
典
籍
解
題
は
、「
韋
蘇
州
集
」
解
題
文
中
に
、
同
一

刻
工
を
指
摘
し
た
『
呉
郡
図
経
続
記
』
三
巻
で
あ
る
。

「
呉
郡
図
経
続
記　

三
巻　

宋
朱
長
文
撰　

宋
紹
興
四
年
序
刊
（
蘇
州
・
孫
佑
）

　

三
冊

後
補
紺
色
表
紙
（
三
二
×
一
九
・
七
糎
）、
金
鑲
玉
装
、
原
料
紙
縦
二
九
・
二
糎
。

首
に
元
豊
七
年
九
月
十
五
日
州
民
前
許
州
司
戸
参
軍
朱
長
文
上
の
「
呉
郡
図
経
続

記
序
」（
首
一
葉
補
写
）
あ
り
。
巻
末
に
元
祐
元
年
四
月
十
五
日
臨
邛
常
安
民
書

の
「
書
呉
郡
図
経
続
記
後
」、
元
祐
七
年
十
二
月
朔
大
雲
編
戸
林
虙
序
の
「
図
経

続
記
後
序
」、
姑
誌
其
刊
鏤
之
歳
月
云
越
明
年
歳
在
庚
辰
八
月
望
日
朝
請
郎
通
判

蘇
州
権
管
軍
州
事
祝
安
上
書
の
「
図
経
続
記
後
序
」、
紹
興
四
年
六
月
初
十
日
漣

水
孫
佑
書
の
刊
書
跋
を
附
す
る
。
本
文
巻
首
「
呉
郡
図
経
続
記
巻
上
」、
次
行
低

七
格
「
朱　
長
分　

撰
」
と
題
し
、毎
巻
大
題
後
目
録
を
お
い
て
本
文
に
接
続
す
る
。
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左
右
双
辺
（
二
一
×
一
四
・
八
糎
）
有
界
九
行
、
行
十
八
字
、
注
小
字
双
行
、
毎

行
字
数
不
定
。
版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、「
続
図
経
上
（
―
下
）（
丁
付
）」、下
象
鼻
に
、

乙
戊
、
王
彦
、
郭
奇
、
郭
、
牛
実
、
金
□
、
金
、
厳
発
、
厳
、
顧
仲
、
顧
、
賈
琚
、

黄
富
成
、
黄
富
、
黄
、
石
成
、
張
通
、
張
□
、
鄭
益
、
鄭
、
屠
□
、
屠
、
宥
、
友

の
刻
工
名
あ
り
。
玄
驚
樹
の
字
に
欠
筆
が
見
ら
れ
る
。
巻
中
間
々
欠
丁
あ
り
、
明

の
銭
穀
の
手
筆
補
写
が
入
っ
て
い
る
。

…
（
中
略
）
…

祝
安
の
後
序
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
北
宋
元
符
三
年
庚
辰
に
刻
梓
さ
れ
た
が
、
そ

の
北
宋
本
は
今
伝
わ
ら
ず
、
本
版
は
紹
興
四
年
孫
佑
が
重
刊
せ
し
め
た
も
の
で
、

佑
の
跋
に
「
自
庚
辰
八
月
権
州
祝
君
鏤
版
題
跋
之
後
距
今
紹
興
甲
寅
寔
三
十
五
年

佑
被
令
仮
守
時
兵
火
之
餘
図
籍
散
亡
（
中
略
）
因
授
学
官
孫
衛
補
葺
校
勘
復
為
成

書
」
と
。
刻
工
名
を
検
す
る
に
、
王
彦
は
南
宋
前
期
贛
州
刊
文
選
・
南
宋
初
浙
刊

妙
法
蓮
華
経（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）、牛
実
は
南
宋
初
刊
史
記
集
解
の
南
宋
前
期
の
修
・

南
宋
初
刊
資
治
通
鑑
目
録
、
顧
仲
は
南
宋
前
期
刊
竜
龕
手
鑑
、
賈
琚
は
南
宋
前
期

刊
韋
蘇
州
集
、
張
通
は
南
宋
初
刊
新
唐
書
の
南
宋
前
期
修
の
刻
工
中
に
そ
の
名
が

見
え
る
。い
ず
れ
も
皆
紹
興
か
ら
南
宋
前
期
の
杭
州
圏
の
刻
工
で
あ
る
。」（
４
８
２

頁
）と

、「
賈
琚
」
を
含
め
、
王
彦
・
牛
実
・
顧
仲
と
併
せ
「
い
ず
れ
も
皆
紹
興
か

ら
南
宋
前
期
の
杭
州
圏
の
刻
工
で
あ
る
」
と
審
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
「
賈
琚
」
は
乾
道
二
至
九
年
頃
の
平
江
府
本
貫
（
寄
寓
、
な
い
し
は
、
ゆ
か
り
）

の
刻
工
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

他
に
尾
崎
康
氏
『
正
史
宋
元
版
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
１
９
８
１
・
１
）
に
拠

れ
ば
、内
閣
文
庫
蔵
『
東
萊
先
生
詩
集
』
の
刻
工
「
牛
智
」「
蒋
成
」「
賈
琚
」「
項

思
」「
金
章
」「
李
忠
」
六
名
と
刻
工
名
を
同
じ
く
す
る
〔
南
宋
前
期
〕
刊
〔
同
中

期
〕
修
〔
同
〕
印
の
典
籍
一
点
が
あ
り
、
書
誌
解
題
を
掲
出
し
て
い
る
の
で
、
紹

介
か
た
が
た
引
用
す
る
。「
南
宋
前
期
刊
一
〇
行
本
（
い
わ
ゆ
る
紹
興
本
）」
と
標

し
て
、
次
の
如
く
記
す
。

「（
三
）
国
志
残
本
（
存
魏
書
三
〇
巻
）　
〔
南
宋
前
期
〕
刊
〔
同
中
期
〕
修
〔
同
〕

印　

一
六
冊　

北
京
図
書
館
蔵

首
に
元
嘉
六
年
の
裴
松
之
の
「
上
三
国
志
注
表
」
二
葉
が
あ
り
、
次
で
「
三
国

志
目
録
上
／
（
低
七
格
）
晋
平
陽
侯
相
陳　

寿　

撰
」
と
題
し
て
魏
書
の
目
録
が

六
葉
続
く
。

巻
首
は
「
武
帝
紀
第
一
（
隔
三
格
）
魏
書
（
隔
三
格
）
国
志
一
」
と
題
し
、
陳

寿
の
名
を
掲
げ
な
い
で
本
文
に
入
る
。
左
右
双
辺
、
中
国
版
刻
図
録
に
よ
れ
ば

匡
郭
は
二
〇
・
六
×
一
四
・
五
セ
ン
チ
、
毎
半
葉
一
〇
行
、
行
一
八
～
一
九
字
・
注

文
小
字
双
行
二
一
～
二
三
字
。
版
心
は
白
口
で
、「
魏
志
幾
（
丁
付
）（
刻
工
名
）」

と
題
し
、
単
魚
尾
、
稀
に
補
刻
と
思
し
い
葉
の
上
象
鼻
に
大
小
字
数
が
み
え
る
。

避
諱
欠
筆
は
両
録
に
桓
字
に
至
る
と
明
記
さ
れ
、
百
衲
本
の
三
巻
で
も
「
玄
玹

朗　

敬　

弘
殷　

匡
竟　

貞
楨　

勗　

桓
」
の
諸
字
に
さ
れ
て
い
る
。

刻
工
名
は
涵
録
に
、
ま
ず
五
七
名
、
そ
し
て
そ
れ
と
別
に
版
刻
や
や
異
り
、
版

心
に
大
小
字
数
を
記
し
、
別
本
補
配
の
葉
で
あ
ろ
う
と
し
て
八
名
が
、
ま
た
中
国

版
刻
図
録
に
南
宋
初
年
の
浙
中
の
良
工
と
し
て
一
二
名
が
列
挙
さ
れ
（
う
ち
李
詢

以
外
の
一
一
名
は
涵
録
と
重
複
）、
さ
ら
に
百
衲
本
か
ら
王
政
の
一
名
が
追
加
採

録
さ
れ
る
。

次
に
こ
れ
ら
を
列
挙
す
る
が
、
右
肩
に
＊
印
を
附
け
た
も
の
は
、
後
述
す
る
よ
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う
に
補
刻
刻
工
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
末
尾
一
行
の
八
人
が
涵
録
補
配
と
い

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

		
			2
乙
可
立	

乙
成	

乙
信	

			4
牛
友	

牛
志	

牛
智	

牛
実	

王
乙	

王
允

王
牛	

王
宗	

王
彦	

王
政	

王
彬	

王
郭	

王
僅	

			
5
＊
石
昌	

			6
朱
宥

		

			＊
朱
春	
			
7
＊
呉
宗	

呉
詢	

李
中	

李
安	

李
忠	

李
恂	

李
通	

李
詢

李
懋	
沈
端	

			8
昌
庚	

昌

	

金
成	

金
彦	

金
章	

金
屠	

金
従

		

		11
張
二	

張
昇	
張
通	

郭
奇	

陳
忠	

		12

友	

恵
忠	

恵
道	

項
中

		

		13
楊
惇	

楊
謹	
賈
陳	

賈
琚	

		15
劉
恭	

蒋
成	

蒋

	

許
忠	

鄭
昱

					

	
19
＊
龐
汝
升	

			＊
龐
知
柔	

		20
厳
志	
		21
顧
仲	

顧
忠

乙　
　

	

金　
　

	

成　
　

	

李　
　

	

奇　
　

	
宥　
　

	

彦　
　

	

屠　
　

	

琚　
　

	

郭　
　

	

厳

		

			4
文
昌	

毛
端	

毛
政	

			7
阮
甫	
		10
徐
泳	

徐
英	

		11
曹
興
祖	

		13
詹
世
栄

列
挙
さ
れ
た
刻
工
は
、
残
三
〇
巻
の
う
ち
の
、
ま
し
て
本
来
の
六
五
巻
の
一
部

で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
南
宋
初
期
の
紹
興
ご
ろ
の
刊
本
の
そ
れ
と
一
致
す

る
も
の
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
北
宋
初
か
ら
始
め
ら
れ
て
紹
興
初
に
及
ん
だ
思
渓

円
覚
蔵
経
と
六
、
紹
興
九
年
の
文
粋
と
二
、
紹
興
刊
と
み
ら
れ
る
通
典
と
六
、
紹

興
ご
ろ
両
淮
江
東
東
転
運
司
の
刻
の
漢
書
と
六
、
そ
の
ほ
か
ほ
ぼ
前
後
し
た
時
期

の
明
州
刊
の
文
選
や
唐
書
な
ど
に
共
通
の
名
が
み
ら
れ
る
。
避
諱
欠
筆
が
欽
宗
の

「
桓
」
に
止
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
南
宋
初
期
の
刊
本
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で

あ
り
、
従
来
、
紹
興
刊
本
と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と
は
ほ
ぼ
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
標
記
に
は
南
宋
前
期
と
慎
重
を
期
し
た
。

一
方
、
こ
の
な
か
に
は
南
宋
中
期
ご
ろ
の
刻
工
が
お
り
、
北
京
目
録
も
版
刻
図

録
も
宋
刻
逓
修
と
記
し
て
い
る
。
百
衲
本
の
三
巻
の
本
文
に
は
補
刻
葉
ら
し
い
も

の
は
な
い
が
、
首
の
目
録
は
八
葉
と
も
お
そ
ら
く
補
刻
葉
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
＊

印
の
五
人
の
名
が
み
え
る
。」（
３
２
３
頁
～
３
２
６
頁
）

前
掲
の
如
く
、
刻
工
「
牛
智
」「
蒋
成
」
以
下
六
名
を
含
む
十
二
名
（
中
国
版

刻
図
録
に
南
宋
初
年
の
浙
中
の
良
工
と
）
に
即
し
て
「
南
宋
初
期
の
刊
本
で
あ
る

こ
と
は
確
実
」「
従
来
、
紹
興
刊
本
と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と
は
ほ
ぼ
妥
当
で
あ
ろ

う
」
と
し
、「
慎
重
を
期
し
」
て
「
南
宋
前
期
」
と
標
記
し
た
、と
訂
し
て
い
る
が
、

刻
工
「
牛
智
」「
蒋
成
」
以
下
六
名
（
李
忠
〈
中
？
〉、
金
章
、
恵
忠
、
賈
琚
）
は
、

前
述
の
よ
う
に
「
平
江
ゆ
か
り
」
の
刻
工
で
あ
り
、
乾
道
年
間
の
活
躍
が
確
認
さ

れ
る
刻
工
た
ち
で
あ
る
。

ま
た
、『
阿
部
隆
一
遺
稿
集　

宋
元
版
篇
』
第
一
巻
（
汲
古
書
院
、
１
９
９
３
・１
）

に
は
、「
恵
中
」「
項
思
中
」
を
同
じ
く
し
た
一
点
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
春
秋
経
伝
集
解　

三
〇
巻　

晋
杜
預
撰
〔
宋
紹
興
〕
刊
乾
道
七
年
・
淳
熙

一
三
年
至
宋
後
期
逓
修
（
江
陰
郡
）

（
陽
明
文
庫
蔵
）
巻
一
・
二
配
日
本
南
北
朝
刊
本　

一
六
冊
。
厚
手
覆
表
紙
が

附
さ
れ
る
が
、
元
表
紙
は
室
町
期
の
縹
色
表
紙
（
二
六
・
四
×
一
六
・
九
糎
）、
室

町
期
の
筆
で
「
左
伝　
幾
之
幾
」
と
外
題
。
巻
一
・
二
の
首
冊
は
日
本
旧
刊
本
で
補

わ
れ
、
宋
刊
は
巻
三
よ
り
存
し
、
巻
末
に
杜
預
の
後
序
、
次
に
淳
熙
丙
午
重
陽
郡

守
趙
不
違
書
の
修
刻
跋
が
附
さ
る
。
本
文
巻
首「
春
秋
経
伝
集
解
荘
公
第
三
／（
低

七
格
）
杜
氏
（
隔
二
格
）
尽
三
十
二
年
」、
巻
末
「
春
秋
巻
第
幾
」
と
題
し
、
尾

題
下
に
小
字
双
行
の
経
注
字
数
あ
り
。
左
右
双
辺
（
二
〇
・
七
×
一
三
・
九
糎
）
有

界
十
行
、
行
十
六
乃
至
十
九
字
内
外
、
注
小
字
双
行
、
行
廿
五
廿
六
字
内
外
。
版

心
白
口
単
黒
魚
尾
「
春
秋
幾
（
丁
付
）」。
下
象
鼻
に
刻
工
名
が
あ
る
が
、
版
心
は

破
損
が
多
く
、
識
読
し
得
る
名
は
、
顔
□
、
裘
益
？
、
裘
挙
、
裘
与
、
金
文
、
恵

珉
、
恵
中
、
恵
道
、
呉
佐
、
項
思
中
、
黄
康
、
康
、
周
旻
、
周

、
徐
浩
、
徐
友
、
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徐
益
、
卓
允
、
卓
顕
、
陳
栄
、
陳
宗
、
陳
彦
、
沈
源
、
沈
澄
、
沈
忻
、
沈
汴
、
汴
、

沈
熺
？
、
沈
彬
、
杜
俊
、
湯
栄
、
栄
、
潘
亨
、
李
懋
、
陸
靖
、
六
靖
、
陸
栄
、
郎
春
、

劉
智
。
そ
の
多
く
は
修
補
の
工
名
で
あ
る
。
ま
た
中
縫
に
間
「々
乾
道
辛
卯
重
換
」

「
直
学
王
錫
校
正
重
換
」「
直
学
葛
熙
靖
監
修
」
等
の
修
補
年
紀
や
校
者
名
が
刻
さ

れ
て
い
る
葉
が
あ
る
。
玄
弦
敬
驚
警
儆
弘
泓
殷
匡
筐
竟
恒
貞
徴
懲
樹
豎
譲
桓
完
構

覯
の
字
の
多
く
は
欠
筆
を
し
て
い
る
が
、
慎
の
字
は
修
刻
の
葉
に
の
み
間
々
末
画

を
欠
く
が
一
定
せ
ず
、
避
諱
は
光
宗
の
惇
敦
以
降
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
巻
九
の

第
十
九
・
廿
葉
、
巻
十
四
の
第
六
、
巻
廿
の
第
十
九
、
巻
卅
の
第
十
六
葉
は
室
町

時
代
の
補
写
。「
陽
／
明
／
蔵
」「
近
衛
家
」
の
印
記
あ
り
。

…
（
中
略
）
…

こ
の
跋
か
ら
は
江
陰
郡
で
紹
興
初
本
書
を
出
版
し
た
が
、
板
が
磨
滅
し
た
の

で
、淳
熙
十
三
年
趙
不
違
が
新
に

梓
重
刊
し
た
か
の
如
く
一
見
う
け
と
れ
る
が
、

こ
の
本
に
つ
い
て
実
際
検
す
る
に
、
修
補
は
一
度
で
は
な
く
、
中
に
淳
熙
よ
り
前

の
「
乾
道
辛
卯
（
七
年
）
重
換
」
の
修
補
年
紀
の
葉
が
あ
り
、そ
れ
よ
り
古
い
刻
、

即
ち
原
刻
と
思
わ
れ
る
葉
も
見
出
さ
れ
、修
補
は
南
宋
後
期
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

従
っ
て
本
版
は
、
既
に
度
々
引
用
し
た
経
史
書
の
刻
板
を
地
方
官
庁
に
督
励
せ
る

紹
興
初
の
詔
に
応
じ
て
、
紹
興
年
間
に
刊
刻
さ
れ
、
そ
の
板
木
が
漫
欠
し
た
の
で

中
間
（
恐
ら
く
乾
道
七
年
）
や
や
修
補
し
た
が
、さ
ら
に
そ
の
漫
漶
が
甚
し
く
な
っ

た
の
で
、
不
違
が
郡
守
と
な
っ
た
翌
年
の
淳
熙
七
年
僚
友
等
と
分
担
し
た
校
讎
を

加
え
て
大
々
的
な
補
刻
を
行
い
、
不
違
が
跋
中
に
修
補
を
怠
ら
ず
ま
め
に
行
え
と

後
人
を
戒
め
て
い
る
の
は
刊
刻
の
実
状
を
考
え
る
上
に
甚
だ
興
味
を
抱
か
し
め
る

所
で
、
そ
の
如
く
後
に
も
逓
修
を
続
け
て
重
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る
。
此
は
さ
ら
に
刻
工
名
の
側
か
ら
も
次
の
如
く
確
認
し
得
る
。
た
だ
本
帙
は

版
心
の
下
象
鼻
の
欠
損
が
甚
し
い
憾
み
が
あ
る
が
、
上
記
の
刻
工
中
原
刻
と
思
わ

れ
る
の
は
、
呉
佐
、
項
思
中
、
陳
彦
、
沈
忻
、
李
懋
、
陸
靖
等
で
、
杜
俊
は
乾
道

辛
卯
重
換
と
刻
さ
れ
た
葉
に
見
え
て
い
る
。」（
３
１
９
頁
～
３
２
１
頁
）

と
の
指
摘
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
杜
俊
は
「
項
思
中
」
よ
り
後
の

「
乾
道
辛
卯
」（
１
１
７
１
）
の
補
刻
葉
を
担
当
し
た
刻
工
で
あ
り
、「
項
思
中
」「
恵

中
」
な
ど
は
宋
紹
興
初
期
刊
の
原
刻
葉
を
担
当
し
た
刻
工
と
な
る
。

し
か
し
、
前
述
の
如
く
東
禅
寺
版
大
蔵
経
の
補
刻
葉
の
精
査
に
基
づ
く
「
刻
工

の
活
躍
時
期
確
定
の
基
準
」
に
基
づ
け
ば
、
項
思
中
な
ど
は
乾
道
期
の
刻
工
で
あ

り
、「
杜
俊
」「
項
思
中
」
は
乾
道
年
間
と
い
う
活
躍
時
期
を
同
じ
く
し
た
刻
工
で

あ
る
。
か
く
て
、
こ
の
基
準
に
則
し
た
他
の
「
印
面
」
の
新
た
な
る
判
断
が
今
後

の
課
題
と
な
る
が
、
本
稿
の
意
図
す
る
範
囲
を
超
え
る
課
題
で
あ
り
、
次
稿
以
降

に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　

結
び

刻
工
名
が
「
刊
・
印
・
修
」
の
審
定
基
準
の
根
幹
に
係
る
重
要
な
手
が
か
り

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
国
版
刻
史
を
辿
る
な
ら
ば
、
古
く
よ
り
指
摘
さ

れ
て
久
し
い
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
判
断
基
準
の
根
拠
の
詳
細

と
な
る
と
、
宋
版
の
遺
存
例
の
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
検
証
は
極
め
て
困
難
で

あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
福
州
の
刻
工
に
つ
い
て
は
有
益
な
遺
存
典
籍
の
尠
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
殆
ど
手
が
か
り
は
無
き
に
等
し
く
、
ま
た
単
行
の
漢
籍
を
中
心

に
展
開
し
て
き
た
中
国
版
刻
史
研
究
の
流
れ
も
あ
り
、
仏
書
に
及
ぶ
例
は
比
較

的
少
な
い
、
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
に
福
州
版
大
蔵
経
の
毎
板
の
書
誌

調
査
が
有
効
且
つ
必
須
の
状
況
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
調
査
途
上
で
は
あ
る
が
、
醍
醐
寺
蔵
宋
刊
大
蔵
経
の
目
録
刊
行
の

近
い
事
情
を
鑑
み
、
遠
か
ら
ず
調
査
の
深
化
に
伴
い
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
課

題
、
即
ち
単
行
の
仏
書
や
漢
籍
に
関
す
る
既
知
の
情
報
を
加
え
た
総
合
的
な
調

査
研
究
へ
の
試
掘
的
な
一
歩
と
位
置
付
け
た
研
究
報
告
で
あ
る
。
御
批
正
・
御

教
示
を
切
に
希
う
次
第
で
あ
る
。

簡
便
な
刻
工
名
の
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
『
古
籍
宋
元
刊
工
姓
名
索
引
』（
上

海
古
籍
出
版
社　

１
９
９
０
年
12
月
）
に
よ
れ
ば
、「
李
忠
」・「
李
憲
」
の
組

み
合
わ
せ
は
、
乾
道
九
年
御
製
序
を
有
す
る
『
東
坡
集
』
に
存
す
る
、
と
い
う
。

す
べ
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　

＊

本
稿
は
、本
源
寺
現
蔵
［
三
聖
寺
旧
蔵
］
福
州
版
大
蔵
経
（
一
部
思
渓
版
混
配
）

の
調
査
を
軸
に
、
醍
醐
寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
に
つ
い
て
の
既
発
表
拙
論
の
詳
述
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
る
。

既
刊
の
金
沢
文
庫
蔵
宋
版
大
蔵
経
の
目
録
を
主
と
し
て
参
照
（
不
審
点
に
つ
い

て
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宋
版
大
蔵
経
を
以
て
確
認
し
た
）
し
、
展
開
し
た
「
刻
工

名
」
調
査
に
基
く
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
既
に
「
南
宋
刊
『
大
蔵
一
覧
集
』
と

そ
の
周
辺
」
と
題
し
た
口
頭
発
表
（
２
０
１
４
・
２
・
２
４
、
共
同
研
究
「
日
本
に

お
け
る
宋
版
受
容
の
研
究
」
研
究
会
於
国
文
学
研
究
資
料
館
）
で
内
容
紹
介
を
了

え
て
い
る
。

御
所
蔵
の
貴
重
な
典
籍
に
つ
き
閲
覧
・
調
査
に
は
格
別
な
御
高
配
を
賜
わ
り
ま

し
た
こ
と
を
こ
ゝ
に
銘
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
も
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
（
B
）（
課
題
番

号
７
０
１
２
３
０
８
１
）
助
成
に
よ
る
調
査
報
告
を
も
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
。
今

回
の
報
告
に
引
き
続
き
、「
刻
工
名
よ
り
見
た
日
本
見
在
舶
載
典
籍
の
一
斑
」
と

題
し
た
口
頭
発
表
を
予
定
し
て
い
る
（
併
せ
活
字
化
も
予
定
）。
併
読
賜
わ
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。


